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【緒言】放射線検出器には幾つかの種類が存在するが、そのうち蛍光体を用いるものは、シンチ

レーション検出器と蛍光体型ドシメータに大別される。前者は放射線を吸収後、即発的に蛍光を

発する機能を有し、後者は放射線エネルギーをある一定期間蓄積した後に、熱や光などの外部刺

激によって蛍光を発する。従来、これら二者は蛍光体を用いて放射線を計測するという目的を同

じくすれども、計測手法が大きく異なる為、別々の分野・人によって発展してきた。近年、我々

はエネルギー収支の観点から、これら二種類の発光の反相関性を提唱し、実験的に研究してきて

いる [1-3]。本研究では Ce:LiCaAlF6におけるこれらの関係に関して調査した。 

【実験方法】Ce 濃度の異なる LiCaAlF6結晶を、トクヤマ社においてマイクロ引き下げ法およびチ

ョクラルスキー法にて育成した。得られた結晶を各々10×2×1 mm3、10×10×1 mm3 に加工・研

磨した後に、シンチレーション特性および X 線照射後の熱・輝尽蛍光特性を評価した。 

【実験結果】図 1 にはシンチレーションと輝尽蛍光 (左) およびシンチレーションと熱蛍光 (右) 

の関係を示す。他の物質と異なり、Ce:LiCaAlF6 においては正比例関係が観測され、これはフォノ

ンの発生が少ないためと解釈される。また結晶の作製法に応じて、比例定数の変化が観測された。

この結果から反相関関係の成立には、ある程度以上の発光効率が必要であることが示唆される。 
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図 1 輝尽蛍光とシンチレーションの関係 (左) および熱蛍光とシンチレーションの関係 (右)。
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